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令和３年度事業・決算報告 
 

 

令和 3年度新庄市体育協会の事業及び決算の概要は次のとおりである。 

スポーツ振興事業は、コロナウィルス感染対策により多くの事業・イベントが制限さ

れる中、自主事業、新規事業としてスポーツフォトコンテスト、拡充事業として新庄「は

ばたきクラブ」を立上げ活動するなど、感染対策を十分に講じて可能な限りの事業を展

開した。 

施設管理では、感染対策に努め通年利用に供した。利用状況は、コロナ感染拡大によ

り、一時期、利用者の自粛と高校生以下の利用制限の影響から利用回復が遅れることと

なった。特に、降雪期に高校生以下の利用制限があり第 4 四半期は、「すぽーてぃあ」

など屋内施設は前年度を下まわる落ち込みとなった。その反面の市民スキー場は、無料

となった児童の親の利用などから好調だった昨年度を上回り、利用料金は過去 10 年で

2 番目に高い額になるなど利用拡大の要因となった。 

 

１．スポーツ振興事業 

（１）スポーツの普及・推進 

 ①新庄市総合体育大会 

   競技団体主管により 14競技大会の開催を計画したが 3競技で大会中止となった。

11 競技で実施した結果、参加者数は前年度より 69 人多い、1,079 人の総参加者と

なった。 

 ②こども・はばたき事業 

日新及び新庄はばたきクラブは、6 月から翌年 2 月まで通常活動 23 回、親子行

事 1回実施し参加児童とその親から好評を得た 

※中止事業)最上地域子育て連携事業「親子でスポーツ」・職員研修派遣 

 ③自主事業 

   健康ウォーキング、あべじゅー体操、エアバレー大会、スポーツフォトコンテス

ト、タグラグビーなどの自主事業は、感染対策を講じたうえで実施した。 

※中止事業)青空ヨガ、サッカーフェスティバル・マジカルスンーランド・ 

ㇳランポビクス等 

④広報活動 

4回の発行を行い、郡内での新庄の選手の活躍ぶりを市民に紹介した。 
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（２）育成強化・競技力の向上 

 ①育成強化対策事業 

計画的に育成強化に取り組む 10 団体に 1,445 千円の育成強化費を交付し、2 団

体が中止、3 団体が縮小により返還金が生じ、交付金額は 1,006千円となった。 

※中止事業)体づくりセミナー、野球教室、 

 ②スポーツ少年団育成事業 

11 種目、32 団体、団員 594 名（47 増）・指導者 165 名（14 減）がスポーツ少年

団に登録したが、多くの事業が開催中止となる中、結団式及びスポゴミ（動画）・

指導者・育成母集団研修を開催した。 

 ③体育表彰事業 

本市スポーツ振興に功績のあった方 2名、各種競技大会で優秀な成績を収めた選

手 69 人・8 団体を表彰した。各人の功績等については、体協広報で広く市民に紹

介した。 

④最上地区体育協会連絡協議会との共催事業 

13 人の選手等による北都銀行バドミントン教室開催。中学生 23 名、高校生 20 名

がラリー・模擬ゲーム等実践的指導を受けた。他に小学生対象に「ＲｕｎＲｕｎＲ

ｕｎ」走法教室実施。 

 

２．施設管理事業 

（１）新庄市スポーツ施設指定管理事業 

新庄市の 10 のスポーツ施設の指定管理者として、利用者に安全で快適に利用い

ただくことを念頭に管理運営に努力した。 

（２）新庄市都市公園管理事業及び新庄市公有財産管理事業 

新庄市の委託を受け、30カ所の都市公園等、4 カ所の新庄市公有財産を適切に管理

した。 

（３）山形県最上中央公園管理事業 

   山形県の指定管理者として最上中央公園を適切に管理した。 

 

３．法人施設管理事業 

（１）評議員 20名並びに理事 15名及び監事 2名の体制で運営した。 

（２）新型コロナウィルス感染対策として、職員に感染対策の周知徹底と施設の除菌作

業を行なうとともに、利用者には名簿の提出、設置した消毒用器具、非接触型赤外

線検温器 6（市貸与 2）、検温サーマルカメラ 4 台（市貸与 1）の利用を徹底した。

教育長通知により 2月からまん延防止地域からの利用制限及び 3月 7日から小中高

生徒（中高生徒は 3 月 21 日まで）の利用制限。 
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《決算概要》 

〈概  況〉 

一般正味財産増減における経常増減は 2,257 千円増加し、経常外増減は無く、税引後

の当期一般正味財産増減額は 2,065千円の増加となった。 

 

〈経常収益〉 

利用料収入は、コロナ感染拡大により屋内施設で第 4 四半期に利用減少となったが、新

庄市民スキー場の利用が伸び前年度比 941 千円増となった。指定管理事業収益は、人件費

増、機器更新終了による委託料の減の他、除排雪費 1,859 千円の増額措置があり、前年度

比 1,002千円増となった。受託収益事業は受託量の減少により前年度比▲893千円とり、こ

れらにより経常収益は前年度比 979千円増となった。 

 

〈経常費用〉 

原油高に起因して、灯油・ガソリン価格の上昇により燃料費は前年比 1,350 千円増、ま

た、電機料金の上昇に加え、10 月から水道料金の引上げにより光熱水料費は 1,735 千円増

となるなど予想外の経費負担となった。人件費では、プール営業等により臨時職員賃金が

前年度比 965千円増、給与改定による給料費（給料・法定福利等）1,098千円増となり、期

末手当支給月数の減（0.5月）などから期末手当は▲956千円となった。その他、消耗品▲

3062 千円、委託費▲975 千円（市民球場スコアボード点検委託費減少、除排雪経費増他）

などから経常費用は前年度比 468千円増の 169,928 千円となった。 

 

（特定資産） 

軽ダンプ車 2 台の購入及び退職者 2 名への退職金給付のため基金を取崩して活用したの

ち、未払い準備金から補填した結果、前年度比▲424 千円となった。固定資産は前年度比

1,271千円増となった。 

 

 （決算）                            単位：円 

〔経常収益〕 

収入項目 金  額 収入項目 金  額 

負担金（加盟団体・スポ少） 1,001,200 新庄市指定管理料 103,314,000 

賛助会費  0 新庄市体育施設利用料  8,974,310 

新庄市補助金 10,900,000 山形県指定管理料 21,115,000 

総合体育大会委託料 915,000 すぽーてぃあ利用料 2,574,912 

都市公園等管理委託料 20,916,648 その他の収入 2,985,610 

合      計 172,696,680(A) 
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〔経常費用〕 

支出項目 金額 支出項目 金  額 

職員給与（給料・手当） 39,489,927 光熱水料費 21,146,335 

臨時雇用賃金  16,647,205 租税公課 7,370,646 

法定福利・福利厚生費 8,454,416 委託費 41,340,336 

減価償却費 1,567,647 法人管理費 5,782,827 

維持修繕費 3,919,179 その他の支出 24,209,763 

合      計 169,928,281（B) 

  

 〔当期経常増減額〕              2,768,399 (C）=(A)-(B） 

  〔当期法人税等〕                 72,000 (D) 

〔当期一般正味財産増減額〕          2,696,399    =(C)—(D） 
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